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皆さんご承知のとおり、近年、全国的に教員による不祥事
が相次いで報道されている。朝日新聞のデータベースで調べ
ると、昨年から今年にかけて200件余りの記事が掲載されてお
り、決して珍しい事案ではない。幸いにも本市では発生して
いないが、事件が起きてからでは遅いと考える。起きる前に
現状の対策が十分なのかを問い、必要であれば強化していく
ことが、こどもたちと保護者の安心につながると考える。そ
こで以下伺う。
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全国的に発生している教員による不祥事について、市
教育委員会としてどのように把握しているのか。

本市の学校におけるスマートフォンやカメラ機器の使
用ルール、校務用端末の使用ルールはどのようになって
いるのか。

本市では高血圧などの生活習慣病の診療ニーズが高まり、
医療費の増加も懸念されている。特に、減塩の大切さがまだ
十分に届いていない市民の皆さんは、脳卒中や心疾患などの
リスクが高いにもかかわらず、健康づくりの機会に触れるこ
とが難しい状況である。

こうした方々にも健康支援が届くようにするためには、特
定健診だけでなく企業健診データも活用し、支援が必要な層
を見える化することが重要である。その上で、職場など身近
な場所での職域講座で減塩チェックや血圧測定などの出前講
座を展開することで、より多くの市民に健康づくりのきっか
けを届けられると考える。こうした取組についてどのように
検討されているか伺う。

特定健診だけでなく企業健診情報も活用することで、
より正確な健康課題の把握が可能になると考える。富士
宮市として、企業との健診情報の共有体制や、連携強化
に向けた課題認識と今後の方針について伺う。

富士宮商工会議所が主催する職域健康講座は、職場や
地域での減塩意識の向上に寄与する重要な取組である。
市として、この講座の推進に向けた支援体制や、今後の
展開方針について伺う。

減塩意識が低い市民層への啓発を進めるには、地元飲
食店や小売業者と連携し、香りや旨味を生かした「美味
しい減塩」の提案を広げることが有効である。市として
の支援体制と今後の展開について伺う。

不祥事防止に関する研修や倫理規範の指導は、現在ど
のように実施されているのか。
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